
平成２９年度 事業報告

(1)平成２９年度総会開催

＜総会＞
開催日：４月２０日 場所：エクセレントガーデン迎賓館

記念講演
演題： 中小企業が直鞍を元気に！

～Ｎ-bizが目指す未来～
講師： 岡田 高幸 氏（直鞍ビジネス支援センター長）
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(2)セミナー（講演）開催

セミナー（講演） 演 題 開 催 日 講 師 氏 名

「福岡は今、ベンチャーが熱い ‼ 」
～新事業と次世代産業のヒントがいっぱい～ H29年5月16日 福岡県飯塚中小企業振興事務

所長 栗原 智幸 氏

「Ⅿ＆Ａとフランチャイズの時代が来た！」
～次世代型事業のヒントがいっぱい ! ～

7月18日
インクグロウ㈱事業戦略部統
括マネージャー
Ｍ＆Ａシニアエキスパート

中原 陸 氏

「ＩＯＴと職人技の融合」 10月24日 ㈱三松 代表取締役社長 田名部 徹朗 氏

「私達と租税、そして日本」 税とあるべき社会を考え
る H30年3月22日

公益社団法人 直方法人会
青年部会長

藤永 勝巳 氏
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（3）国内企業等視察

①実施日：平成２９年６月３０日（金）

・ 視察先：田川市役所(総合政策課、産業振興課、たがわ魅力向上課)
にて、田川市の総合計画、産業振興施策、魅力向上施策の取
組状況を視察

・視察先：田川産業（株）にて、建設用石灰の応用と漆喰ができるまで
の工程、LIMIX(新素材タイル）を視察
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（３）国内企業等視察

・ 視察先：いいかねPalette(田川市猪国)にて、旧猪位金小学校の活用状況
(新たな人とアイデアの交流拠点)を視察

・ 視察先：ラピュタファーム(田川郡川崎町)にて、６次産業の取組状況を視察
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（３）国内企業等視察

② 実施日：平成２９年１１月２０日（月）～２１日（火）

・ 視察先：アイ・ケイ・ケイ㈱福岡支店（福岡市博多区）、人材の確保・
育成方策について視察

・ 視察先：佐世保重工業㈱（佐世保市）、造船場を視察
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（３）国内企業等視察

・ 視察先：きらきらフェスティバル会場(島瀬公園(佐世保市))、住民参加
型の商店街の振興について視察

・ 視察先：祐徳稲荷神社

6



（３）国内企業等視察
③ 実施日：平成３０年２月１５日（木）

・視察先：（株）三松

・視察先：ダイハツ九州（㈱）エンジン工場
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（４）次世代の人材育成

○ 夢プロジェクト事業

(目的)
直鞍地域の小・中学生が、ものづくりに親しんだり、関心を持つような気持を醸成するた

めに「このようなものがあったらいいな～、普段の生活が便利になるな～」といったアイデア
を募集し、優秀者を表彰することで、「ものづくりのまち直鞍」のイメージアップを図る。

(募集期間)
平成29年7月上旬～平成29年9月4日

(応募状況)
小学生230件、中学生35件の合計265件のアイデア

(表彰)
①夢プロジェクト賞(直鞍次世代産業研究会長賞）
・ 安全で夢のかなう車：米田 心音 さん(宮田北小学校6年)
②夢プロジェクト賞(直鞍産業振興センター(ADOX福岡)センター長賞)
・ 頭の中の世界 ：龍 真生 さん(植木中学1年)
③夢プロジェクト賞(直方市長賞)
・ テクテクごはん：本藤 みと さん(植木小学校5年)
④ 夢プロジェクト賞(直方商工会議所会頭賞)
・ あたたか店 ：戸次 奈菜子 さん(植木小学校2年)
⑤夢プロジェクト賞(宮若商工会議所会頭賞)
・ スーパーのドライブスルー：安達星愛(宮田北小学校1年)
⑥佳作
・ 直方市、宮若市、小竹町及び鞍手町の小・中学生から寄せられた24アイデア 8



（４）次世代の人材育成

○宮田北小学校

○植木小学校
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（４）次世代の人材育成

○植木中学校

○新聞記事掲載

10



（４）次世代の人材育成

○表彰アイディアの一般向けアピール

・場所：イオンモール直方
・期間：平成29年11月22日～26日
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（５）産業振興ビジョン等支援事業

１．直方市中小企業振興審議会
平成29年11月8日、平成29年度上半期の産業振興アクションプランの取組状況と下半期の実施予定に

ついて審議

２．のおがた“働く”ウィークについて
(1)“働く”ウィーク実行委員会へ参画

・ 平成29年 5月22日(月)、“働く”ウィークの概要案、その他
・ 平成29年 6月28日(水)、“働く”ウィーク実施予定内容の協議
・ 平成29年10月18日(水)、“働く”ウィークの実施結果の報告
・ 平成30年 2月13日(火)、平成30年度“働く”ウィーク事業概要について、その他

(2)“働く“ウィークへの参加
① 「ぎゅう汁」と「直鞍むすび」の調理及び提供
・ 日時：平成29年8月26日（土）、8：30～

② 展示コーナー
・ 直鞍次世代産業研究会の会員企業(4社)の紹介
・ 夢プロジェクト事業の紹介、PR

※ のおがた“働く”ウィーク
・ 平成29年8月25日（金）～27日（日）、直鞍産業振興センター(ADOX福岡)別館等にて実施
・ 662名の参加者

(3) 直鞍ビジネス支援センター(N-biz)との連携
・ 平成29年4月20日の総会における直鞍ビジネス支援センター 岡田 高幸 N-bizセンター長の講演
・ 52名の参加者
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○「ぎゅう汁」と「直鞍むすび」

○会員企業の紹介展示 ○夢プロジェクト事業の紹介、PR

○直鞍ビジネス支援センター（N-biz) 岡田センター長の講演
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（６）総括

平成29年4月20日の総会において、「直鞍産業振興世界戦略研究会」の設立目的を継承
しつつ、少子高齢化、環境、IOT(Internet of Things)などに伴う課題に対応するため、
その事業の見直しを行うとともに、名称を「直鞍次世代産業研究会」に改めた。
平成29年度においては、新たな事業計画の下に、中小企業の事業承継やIOTに係るセミ

ナー、現地視察、情報収集並びに次世代の人材育成事業等に、積極的に取り組んだ。

１）講演・セミナ－開催
・４月２０日の総会及び５月、７月及び１０月の定例会の中において、岡田 高幸 氏

（直鞍ビジネス支援センター長）による記念講演を始めセミナー等を開催し、積極的な情
報発信を行った。

２）次世代の人材育成
① 夢プロジェクト事業の拡充
・モノづくりへの関心や親しみを持つように促す「夢プロジェクト事業」の対象者を
直方市のみならず直鞍地域の小・中学生に拡大した。

② のおがた“働く ” ウィークへの参加
・直方市内産業の魅力を直方市民及び直方市外へ発信することで、直方市内の産業発
展を担う人材を育成する「のおがた“働く” ウィークにおいて、「ぎゅう汁」及
び「直鞍むすび」の調理及び提供を行った。併せて、会員企業(４社)の紹介等を行
った。
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３）情報発信、共有
① 原則月1回の定例会の中で、会員間の情報交換を行った。
② 国内の企業視察を実施し、会員間の情報交換を図った。
③ 寄せられる情報を精査し会員企業へ発信した。
④ 直方商工会議所ニュースにより、情報発信を行うこととした。

４） 産業振興ビジョン等の支援
① 直方市中小企業振興審議会の審議会委員として参画した。
② 直方市産業振興アクションプランに掲げる「のおがた“働くウィーク”」に参
加した。
③ 総会の記念講演を依頼するなど、直鞍ビジネス支援センター(N-biz)との連携
を行った。

５） 視察研修助成金事業
① 研究会会員の小グループでの視察研修を拡充した（助成金額の引上げ等）
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勘定科目
予算額
（Ａ）

決算額
（Ｂ）

増減
（Ｂ)－(Ａ）

摘要

入会金 0 80,000 80,000 8社入会

正会員会費 1,272,000 1,548,000 276,000 33社（34会員） 1社退会

賛助会員会費 100,000 100,000 0 10社

雑収入 22 13 △9 利息

前年度繰入金 1,255,546 1,255,546 0

合 計 2,627,568 2,983,559 355,991

勘定科目
予算額
（Ａ）

決算額
（Ｂ）

増減
（Ｂ)－(Ａ）

摘要

総務 700,000 582,747 △117,253
総会経費、新年会・情報交換会経費、コピー機・研修
室等使用料、郵送費、その他

次世代市場研究 100,000 172,600 72,600講演会、視察等

次世代事業化 100,000 247,550 147,550合同セミナー、企業見学会等

次世代組織人材 400,000 217,381 △182,619夢プロジェクト、“働く”ウィーク(ぎゅう汁)

研究会情報 70,000 116,640 46,640
ホームページ維持・更新、商工会議所ニュース掲
載料

産業振興 50,000 30,540 △19,460常設展示コーナーの工事費

視察研修助成 500,000 500,000 0視察研修助成金基金に繰入

記念事業費 0 80,000 80,000
入会金を積立金(基金)に繰入 (研究会運営規程第7条第2

項)

予備費 707,568 ０ △707,568

次年度繰越金 0 1,036,101 1,036,101

合 計 2,627,568 2,983,559 355,991

平成２９年度 一般会計決算

（単位：円）

（単位：円）

収入の部

支出の部
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平成２９年度 特別会計決算

勘定科目
予算額
（Ａ）

決算額
（Ｂ）

増減
（Ｂ-Ａ）

摘要

記念事業費（前年度積立金） 2,216,328 2,216,328 0

記念事業費（当年度積立金） 0 80,000 80,000入会金の繰入れ

預金利息 444 443 △1 
H29.4.18（363）
H30.3.31（80）

合 計 2,216,772 2,296,771 79,999

（単位：円）１．記念事業積立金

勘定科目
予算額
（Ａ）

決算額
（Ｂ）

増減
（Ｂ-Ａ）

摘要

視察研修助成費（前年度積立金） 435,696 435,696 0

視察研修助成費（当年度積立金） 0 500,000 500,000 視察研修助成（一般会計）より繰入れ

預金利息 10 0 △10 満期：H30.4.28

合 計 435,706 935,696 499,990

（単位：円）２．視察研修助成金基金
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平成２９年度監査報告



１．基本方針

本研究会は、企業の実利的な調査・研究を行う。シーズやニーズの発掘による次世代産
業・新事業・新サービスの創出を目指す。また、人材育成事業や次世代の組織・企業のあ
り方も研究し、参加企業の発展と地域振興を目的としている。また、いち早く新事業やニー
ズへの情報提供、本会への活動の発信を持って地域外企業・団体・自治体とのマッチング
も進めていく。次世代に向けての企業活動が迅速・かつ円滑に進められるよう自治体・関
係所管への提言も行っていく。

２．重点施策

（１） 次世代市場研究事業

（２） 次世代事業化事業

（３） 次世代組織人材事業

（４） 研究会情報事業

（５） 産業振興ビジョン等支援事業

（６） 視察研修助成金事業
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（１）次世代市場研究事業
① 新規事業へのニーズ等勉強会
② 地域産業における（自治体・各企業）へのニーズピックアップ事業
③ 第５次産業等の視察・調査

（2）次世代事業化事業
① 新事業展開を行った企業等への経緯・実践の勉強会
② 参加企業での強みや資源を研究視察し新製品やサービスの提案や
勉強会

（３）次世代組織人材事業
① 国際化や次世代を牽引できる人材の育成や交流事業
② 企業組織の活性化や女性起業家の活躍にみる次世代企業の研究や外国
人、高齢者登用といった今後の雇用環境の研究視察
③ 地域の未来を担う人材育成事業「夢プロジェクト」の開催

（４）研究会情報事業
① 研究会事業の成果や取組を広報誌として定期的に刊行
② 研究会に寄せられる情報を精査し会員企業への定期的な発信

（５）産業振興ビジョン等支援事業
① 産業振興ビジョン等の活躍促進

（６）視察研修助成金事業
① 研究会会員等の小グループでの先進事例の視察研修の拡充・推進
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平成３０年度 一般会計予算

勘定科目
前年度決算額

（Ａ）
本年度予算額

（Ｂ）
増 減

（Ｂ)－(Ａ）
摘 要

入会金 80,000 0 △80,000

正会員会費 1,548,000 1,608,000 60,000 34社（33会員）

賛助会員会費 100,000 100,000 0 10社

雑収入 13 13 0 利息

前年度繰入金 1,255,546 1,036,101 △219,445 繰越金の減少

合 計 2,983,559 2,744,114 △239,445

勘定科目
前年度決算額

（Ａ）
本年度予算額

（Ｂ）
増 減

（B)-(A)
摘 要

総務 582,747 700,000 117,253

次世代市場研究 172,600 400,000 227,400海外視察研修

次世代事業化 247,550 300,000 52,450

次世代組織人材 217,381 400,000 182,619夢プロジェクトの推進

研究会情報 116,640 150,000 33,360

産業振興 30,540 １00,000 69,460

視察研修助成 500,000 0 △500,000

記念事業費 80,000 0 △80,000

予備費 0 694,114 694,114

次年度繰越金 1,036,101 0 △1,036,101

合 計 2,983,559 2,744,114 △239,445

（単位：円）

（単位：円）

収入の部

支出の部
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平成３０年度 特別会計予算

勘定科目
前年度決算額

（Ａ）
本年度予算額

（Ｂ）
増減

（Ｂ－Ａ）
摘要

記念事業費(前年度積立金残高) 2,216,328 2,296,771 80,443

記念事業費(当年度積立金) 80,000 0 △80,000

預金利息 443 443 0 前年度同額見込

合 計 2,296,771 2,297,214 443

勘定科目
前年度決算額

（Ａ）
本年度予算額

（Ｂ）
増減

（Ｂ－Ａ）
摘要

視察研修助成費(前年度積立金) 435,696 935,696 500,000

視察研修助成費(当年度積金) 500,000 0 △500,000

預金利息 0 150 150

合 計 935,696 935,846 150

（単位：円）１．記念事業積立金

（単位：円）２．視察研修助成金基金

22


